
お忙しい中、関西の新現役ネット

会員のために貢重なお話をして

くださった蔦さん。なお、この講

演に関連した内容の著作「日本人

の覚悟一成熟経済を超える」が、
2014年1月下旬、実業之日本

社から発売されます。

巨6

【

第
1
9
回
新
現
役
宣
言
フ
ォ
ー
ラ
ム
．
m
関
西

「
日
本
人
の
覚
僧
　
－
大
動
乱
時
代
を
超
え
る
－
」

新
現
役
ネ
ッ
ト
の
2
0
1
3
年
の
ラ
ス
ト
イ

ベ
ン
ト
「
新
現
役
宣
言
フ
ォ
ー
ラ
ム
m
関
西
」

が
、
昨
年
1
2
月
1
8
日
に
大
阪
市
内
の
「
国
民
曾

館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
は
、
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鳶
信
彦
氏
、
お
相
手
は
拷

問
里
江
子
新
現
役
ネ
ッ
ト
理
事
が
務
め
ま
し

た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

熱
心
な
参
加
者
と
と
も
に
大
変
に
充
実
し
た

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

司
会
は
、
関
西
エ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
代
表
の
遠

家
須
磨
子
氏
。
新
現
役
ネ
ッ
ト
の
矢
野
事
務
局

長
が
本
年
締
め
く
く
り
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
た
あ
と
、
「
日
本
人
の
覚
悟
　
大
動
乱
時
代

を
超
え
る
」
と
題
し
た
鳶
氏
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
1
～
2
年
、
世
界
各
国
で
政
権
交
代
が

相
次
ぎ
、
「
今
日
は
昨
日
の
続
き
で
は
な
い
」
混

乱
時
代
に
突
入
し
た
。
日
本
で
も
、
1
9
9
0

年
代
に
君
臨
し
た
メ
ガ
バ
ン
ク
が
全
て
な
く
な

る
な
ど
、
2
0
0
0
年
以
降
は
大
混
乱
時
代
に

入
り
、
バ
ブ
ル
後
の
失
わ
れ
た
2
0
年
を
経
て
、
日

本
人
は
自
信
や
誇
り
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
よ

う
に
思
え
る
。
現
在
は
「
第
三
の
国
難
」
時
代
で

は
な
い
か
。

我
が
国
の
「
第
一
の
国
難
」
は
幕
末
　
明
治
維

新
の
こ
ろ
。
近
代
国
家
を
築
く
過
程
で
、
「
覚
悟
」

を
も
っ
て
尽
力
し
た
志
士
達
の
多
く
が
、
そ
の
完

成
を
見
る
こ
と
な
く
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。

坂
本
龍
馬
3
1
歳
、
吉
田
松
陰
2
9
歳
な
ど
。
「
第
二

の
国
難
」
に
あ
た
る
の
は
敗
戦
直
後
。
1
9
4
5

～
1
9
5
1
年
ま
で
独
立
国
で
は
な
く
G
H
Q

の
占
領
下
だ
っ
た
。
ま
た
指
導
者
層
が
こ
と
ご

と
く
追
放
さ
れ
た
中
で
、
日
本
復
興
の
第
一
線

を
担
っ
た
の
は
2
0
～
4
0
歳
代
の
人
々
。
ソ
ニ
ー

シ
ャ
ー
プ
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
創
業
者
達
は
、

み
な
覚
悟
を
持
っ
て
市
場
を
切
り
拓
い
て
い
っ

た。

「
愚
者
は
前
例
に
学
び
、
賢
者
は
歴
史
に
学

ぶ
」
。
い
ま
我
々
は
こ
う
し
た
先
人
の
足
跡
に
学

ぶ
べ
き
。一
世
紀
以
上
存
続
し
て
い
る
日
本
の
中
小
企

業
は
2
万
7
千
社
も
あ
る
。
こ
れ
ひ
と
つ
を
見

て
も
、
日
本
の
底
力
、
日
本
人
の
貸
賃
は
十
分
。

た
だ
今
後
の
人
口
減
少
な
ど
か
ら
見
て
、
か
つ

て
の
よ
う
な
経
済
大
国
の
復
興
や
政
治
・
軍
事

大
国
へ
の
道
は
あ
り
え
な
い
。
日
本
が
目
指
す

べ
き
は
「
国
柄
の
良
い
国
」
。
清
潔
・
安
心
安
全
・

健
康
　
教
育
や
自
然
環
境
、
技
術
、
文
化
、
歴
史

な
ど
、
日
本
に
は
よ
い
基
盤
が
あ
り
、
日
本
人
の

資
質
の
良
さ
は
、
3
・
〓
大
震
災
の
際
の
多
く
の

感
動
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
物
語
る
通
り
。
技
術

力
な
ど
す
ぐ
れ
た
「
点
」
の
力
を
、
「
線
」
や
「
立

体
」
に
か
え
て
い
く
構
想
力
の
向
上
が
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

シ
一
一
ア
は
、
こ
う
し
た
す
ぐ
れ
た
日
本
と
日

本
人
の
資
質
を
次
世
代
に
伝
え
る
存
在
と
な
る

べ
き
だ
。
ま
た
シ
ニ
ア
は
、
「
知
人
」
で
は
な
く

「
友
人
」
を
数
多
く
持
と
う
。
そ
し
て
友
人
か
ら

「
親
友
」
（
信
友
占
〔
友
・
深
友
　
心
友
・
）
を
作
り
、

気
持
ち
の
こ
も
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て

い
こ
う
。

講
演
後
、
残
問
理
事
と
の
対
談
、
そ
し
て
会

場
と
の
質
疑
応
答
が
あ
り
「
原
子
力
」
や
「
政
治

家
の
資
質
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
質
問
が
出

ま
し
た
。


